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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め設定した量子化情報を用い、参照ピクチャと非参照ピクチャを所定の順番で含むＧ
ＯＰ(Group of Picture)単位で画像データの符号化を行い発生符号量を算出する第１の符
号化部と、
　前記第１の符号化部で算出された発生符号量に基づいて目標発生符号量を実現する量子
化情報の設定を行う符号量制御部と、
　前記画像データの各フレームの画像を参照ピクチャであるＩピクチャ(Intra符号化画像
)としてＤＣＴ(Discrete Cosine Transform)係数の算出を行い、前記符号量制御部で決定
された量子化情報を基準とした範囲の量子化情報を用いて前記ＤＣＴ係数の除算したとき
の剰余のピクチャ単位の総和が最小となる量子化情報を、前回符号化が行われたときに用
いた量子化情報と判別する量子化情報判別部と、
　前記画像データに対して前記ＧＯＰ単位でピクチャタイプの設定を行い、該設定したピ
クチャタイプと前記量子化情報判別部で量子化情報が判別されたピクチャタイプが相違す
るときは、その後のピクチャタイプの設定を制御してピクチャタイプを一致させるピクチ
ャタイプ設定部と、
　符号量制御部で設定された前記量子化情報を用いて、前記ピクチャタイプ設定部で設定
されたピクチャタイプに基づき前記画像データの符号化を行う第２の符号化部と
を有する画像符号化装置。
【請求項２】
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　前記ピクチャタイプ設定部は、ＧＯＰ長を調整して、前記画像データに対して設定する
ピクチャタイプと前回符号化が行われたときのピクチャタイプを一致させる
請求項１記載の画像符号化装置。
【請求項３】
　前記ピクチャタイプ設定部は、前記量子化情報判別部で判別されたＩピクチャが前記画
像データに設定するＩピクチャよりも位相が進んでいるとき、進んでいるピクチャ数だけ
前記量子化情報判別部でその後に判別されるＩピクチャよりも前からピクチャ数を削減し
てＧＯＰ長の調整を行い、前記画像データに対して設定するピクチャタイプを前回符号化
が行われたときのピクチャタイプと一致させる
請求項２記載の画像符号化装置。
【請求項４】
　前記ピクチャタイプ設定部は、前記量子化情報判別部で判別されたＩピクチャが前記画
像データに設定するＩピクチャよりも位相が遅れているとき、次の１または複数のＧＯＰ
でピクチャ数を削減してＧＯＰ長の調整を行い、前記画像データに対して設定する参照ピ
クチャと非参照ピクチャのピクチャタイプを前回符号化が行われたときのピクチャタイプ
と一致させる
請求項２記載の画像符号化装置。
【請求項５】
　前記ピクチャタイプ設定部は、前記画像データに対して設定するＩピクチャを前回符号
化が行われたときのＩピクチャと一致させる
請求項２記載の画像符号化装置。
【請求項６】
　前記量子化情報判別部で前記量子化情報が判別されたとき、前記符号量制御部で設定さ
れた量子化情報を前記量子化情報判別部で判別された量子化情報に変更する量子化情報決
定部を更に備え、
　前記第２の符号化部は、前記量子化情報決定部で決定された量子化情報を用いて前記画
像データの符号化を行う
請求項１記載の画像符号化装置。
【請求項７】
　複数の異なる量子化情報を用いて、前記画像データの各フレームの画像をＩピクチャと
して前記量子化情報毎に符号化を行い発生符号量を算出する第３の符号化部をさらに有し
、
　前記符号量制御部は、前記第１の符号化部で算出された発生符号量に基づいて目標発生
符号量を実現する量子化情報と該量子化情報を用いたときの発生符号量の予測を行い、該
予測した発生符号量を前記第３の符号化部で算出された発生符号量に応じて補正して、該
補正後の発生符号量が前記目標発生符号量を実現する量子化情報の設定を行う
請求項１記載の画像符号化装置。
【請求項８】
　第１の符号化部で、予め設定した量子化情報を用い、参照ピクチャと非参照ピクチャを
所定の順番で含むＧＯＰ(Group of Picture)単位で画像データの符号化を行い発生符号量
を算出するステップと、
　符号量制御部で、前記第１の符号化部で算出された発生符号量に基づいて目標発生符号
量を実現する量子化情報の設定を行うステップと、
　量子化情報判別部で、前記画像データの各フレームの画像を参照ピクチャであるＩピク
チャ(Intra符号化画像)としてＤＣＴ(Discrete Cosine Transform)係数の算出を行い、前
記符号量制御部で決定された量子化情報を基準とした範囲の量子化情報を用いて前記ＤＣ
Ｔ係数の除算したときの剰余のピクチャ単位の総和が最小となる量子化情報を、前回符号
化が行われたときに用いた量子化情報と判別するステップと、
　前記ピクチャタイプ設定部で、前記画像データに対して前記ＧＯＰ単位でピクチャタイ
プの設定を行い、該設定したピクチャタイプと前記量子化情報判別部で量子化情報が判別
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されたピクチャタイプが相違するときは、その後のピクチャタイプの設定を制御してピク
チャタイプを一致させるステップと、
　第２の符号化部で、前記符号量制御部で設定された前記量子化情報を用いて、前記ピク
チャタイプ設定部で設定されたピクチャタイプに基づき前記画像データの符号化を行うス
テップと
を具備する画像符号化方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、画像符号化装置と画像符号化方法に関する。詳しくは、ロングＧＯＰ構造
を採用して画像の符号化と復号化を繰り返しても、画質の劣化を少なくできる画像符号化
装置と画像符号化方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＭＰＥＧ(Moving Picture Experts Group)２等の画像符号化方式において、符号
量を理想的に配分することは、主観的な画質を維持するための大きな課題である。
【０００３】
　例えば、静止画における理想的な符号量配分とは、歪を均一とした状態(固定的な量子
化スケール)で符号化した状態である。この歪が大きくなるような符号量になると、高周
波成分や複雑部に歪を偏らせることと併せて、主観的な画質を高めることができる。
【０００４】
　ここで、例えば特許文献１では、いわゆるフィードフォワード方式の符号量制御を採用
し画質信号の局所的性質に適応した制御を可能とすることによって、復号画像の画質を向
上できる画質信号の符号化方法が開示されている。フィードフォワード方式とは、等長化
単位において発生する符号量を、複数の量子化スケールについて予め計算し、発生符号量
が目標発生符号量を超えない範囲で、適切な量子化スケールを決定するものである。
【０００５】
　一方、ＭＰＥＧ２でテストモデルとして提案されているＴＭ５等の符号量制御では、仮
想バッファの残量と以前エンコードした際の量子化インデックスと発生符号量の関係を用
いてフィードバック制御することによって、符号量制御を行っている。
【０００６】
　また、画像の符号化と復号化を繰り返したときの画質低下を抑制するため、例えば特許
文献２では、前回の符号化時に用いられた量子化パラメータや量子化マトリクスを検出す
ることが行われている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】国際公開第ＷＯ９６／２８９３７号公報
【特許文献２】国際公開第ＷＯ２００９／０３５１４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところで、画像の編集処理等では、参照ピクチャと非参照ピクチャを所定の順番で含む
ＧＯＰ(Group of Picture)単位で画像データを符号化したときのストリーム、いわゆるロ
ングＧＯＰ構造の符号化ストリームが用いられている。なお、参照ピクチャは、Ｉピクチ
ャ(Intra符号化画像)とＰピクチャ(Predictive符号化画像)である。また、非参照ピクチ
ャはＢピクチャ(Bidirectionally Predictive符号化画像）である。
【０００９】
　このようなロングＧＯＰ構造の符号化ストリームを用いて編集処理等を行う場合、符号
化ストリームの復号化を行って得られた画像データに対して種々の処理、例えばカラーコ
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レクションやカット編集等が行われる。また、編集後の画像データは再度符号化されて符
号化ストリームが生成される。このように符号化と復号化が繰り返されると、ピクチャタ
イプが前回の符号化と異なったとき、ピクチャタイプが等しい場合に比べて画質の劣化が
顕著となってしまう場合がある。例えば、他のピクチャから参照される参照ピクチャに対
して符号量を多く割り当てて参照ピクチャの画質劣化を抑えるように符号化を行えば、全
体の画像で画質劣化を少なくできる。このように参照ピクチャと非参照ピクチャで画質の
差を設けることで主観的な画質を向上させているとき、参照ピクチャに比べて画質の劣る
非参照ピクチャが次の符号化で参照ピクチャに設定されてしまうと、全体の画像で画質劣
化が大きくなってしまう。
【００１０】
　そこで、この発明では、参照ピクチャと非参照ピクチャを所定の順番で含むＧＯＰ構造
を採用して画像データの符号化と復号化を繰り返しても、画質の劣化を少なくできる画像
符号化装置と画像符号化方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　この発明の第１の側面は、予め設定した量子化情報を用い、参照ピクチャと非参照ピク
チャを所定の順番で含むＧＯＰ(Group of Picture)単位で画像データの符号化を行い発生
符号量を算出する第１の符号化部と、前記第１の符号化部で算出された発生符号量に基づ
いて目標発生符号量を実現する量子化情報の設定を行う符号量制御部と、前記画像データ
の各フレームの画像を参照ピクチャであるＩピクチャ(Intra符号化画像)としてＤＣＴ(Di
screte Cosine Transform)係数の算出を行い、前記符号量制御部で設定された量子化情報
を基準とした範囲の量子化情報を用いて前記ＤＣＴ係数の除算したときの剰余のピクチャ
単位の総和が最小となる量子化情報を、前回符号化が行われたときに用いた量子化情報と
判別する量子化情報判別部と、前記画像データに対して前記ＧＯＰ単位でピクチャタイプ
の設定を行い、該設定したピクチャタイプと前記量子化情報判別部で量子化情報が判別さ
れたピクチャタイプが相違するときは、その後のピクチャタイプの設定を制御してピクチ
ャタイプを一致させるピクチャタイプ設定部と、符号量制御部で設定された前記量子化情
報を用いて、前記ピクチャタイプ設定部で設定されたピクチャタイプに基づき前記画像デ
ータの符号化を行う第２の符号化部とを有する画像符号化装置にある。
【００１２】
　また、この発明の第２の側面は、第１の符号化部で、予め設定した量子化情報を用い、
参照ピクチャと非参照ピクチャを所定の順番で含むＧＯＰ(Group of Picture)単位で画像
データの符号化を行い発生符号量を算出するステップと、符号量制御部で、前記第１の符
号化部で算出された発生符号量に基づいて目標発生符号量を実現する量子化情報の設定を
行うステップと、量子化情報判別部で、前記画像データの各フレームの画像を参照ピクチ
ャであるＩピクチャ(Intra符号化画像)としてＤＣＴ(Discrete Cosine Transform)係数の
算出を行い、前記符号量制御部で設定された量子化情報を基準とした範囲の量子化情報を
用いて前記ＤＣＴ係数の除算したときの剰余のピクチャ単位の総和が最小となる量子化情
報を、前回符号化が行われたときに用いた量子化情報と判別するステップと、前記ピクチ
ャタイプ設定部で、前記画像データに対して前記ＧＯＰ単位でピクチャタイプの設定を行
い、該設定したピクチャタイプと前記量子化情報判別部で量子化情報が判別されたピクチ
ャタイプが相違するときは、その後のピクチャタイプの設定を制御してピクチャタイプを
一致させるステップと、第２の符号化部で、前記符号量制御部で設定された前記量子化情
報を用いて、前記ピクチャタイプ設定部で設定されたピクチャタイプに基づき前記画像デ
ータの符号化を行うステップとを有する画像符号化方法にある。
【００１３】
　この発明においては、ロングＧＯＰ構造を採用して、画像データのプレエンコードが第
１の符号化部で行われて、本エンコードが第２の符号化部で行われる。第１の符号化部で
は、予め設定した量子化情報を用いて符号化が行われて発生符号量が算出される。符号量
制御部は、予め設定した量子化情報と発生符号量の関係から目標発生符号量を実現する量
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子化情報の設定が行われる。
【００１４】
　量子化情報判別部では、画像データの各フレームの画像をＩピクチャとしてＤＣＴ係数
の算出を行い、量子化情報を用いてＤＣＴ係数の除算したときの剰余のピクチャ単位の総
和が最小となる量子化情報が、前回符号化が行われたときに用いた量子化情報と判別され
る。ここで、判別に用いられる量子化情報は、符号量制御部で設定された量子化情報を基
準とした範囲の量子化情報とされるので、全ての量子化情報を用いて判別を行う必要がな
く、前回符号化が行われたときに用いた量子化情報の判別が容易となる。
【００１５】
　ピクチャタイプ設定部では、画像データに対してＧＯＰ単位でピクチャタイプの設定を
行い、設定したピクチャタイプと量子化情報判別部で量子化情報が判別されたピクチャタ
イプが相違するときは、その後のピクチャタイプの設定を制御してピクチャタイプを一致
させる。例えばピクチャタイプ設定部は、量子化情報判別部で判別されたＩピクチャが画
像データに設定するＩピクチャよりも位相が進んでいるとき、進んでいるピクチャ数だけ
Ｉピクチャよりも前からピクチャ数を削減してＧＯＰ長の調整を行い、画像データに対し
て設定するピクチャタイプが前回符号化が行われたときのピクチャタイプと一致させる。
また、ピクチャタイプ設定部は、量子化情報判別部で判別されたＩピクチャが画像データ
に設定するＩピクチャよりも位相が遅れているとき、次の１または複数のＧＯＰでピクチ
ャ数を削減してＧＯＰ長の調整を行い、画像データに対して設定する参照ピクチャと非参
照ピクチャのピクチャタイプを前回符号化が行われたときのピクチャタイプと一致させる
。このようなピクチャタイプの設定がピクチャタイプ設定部で行われることから、画像デ
ータに対して前回の符号化と同じピクチャタイプを設定することが可能となる。
【００１６】
　第２の符号化部では、符号量制御部で設定された量子化情報、すなわちプレエンコード
を行って設定された例えば量子化パラメータを用いて画像データの本エンコードが行われ
る。また、前回符号化が行われた画像データの本エンコードが行われるとき、第２の符号
化部では前回符号化が行われたときのピクチャタイプで符号化が行われる。さらに、量子
化情報決定部によって、符号量制御部で設定された量子化情報が量子化情報判別部で判別
された量子化情報に変更されて、第２の符号化部では、前回符号化が行われたときの量子
化情報を用いて画像データの符号化が行われる。
【００１７】
　さらに、複数の異なる量子化情報を用いて、画像データの各フレームの画像をＩピクチ
ャとして量子化情報毎に符号化を行い発生符号量を算出する第３の符号化部が設けられた
とき、符号量制御部では、第１の符号化部で算出された発生符号量に基づいて目標発生符
号量を実現する量子化情報と該量子化情報を用いたときの発生符号量の予測を行い、該予
測した発生符号量を前記第３の符号化部で算出された発生符号量に応じて補正して、該補
正後の発生符号量が目標発生符号量を実現する量子化情報の設定が行われる。このため、
目標発生符号量を実現する量子化情報を精度よく判別することが可能となり、前回符号化
が行われたときに用いた量子化情報の判別に用いられる量子化情報をより正しく選択でき
る。
【発明の効果】
【００１８】
　この発明によれば、予め設定した量子化情報を用いて、参照ピクチャと非参照ピクチャ
を所定の順番で含むＧＯＰ(Group of Picture)単位で画像データの符号化が行われて発生
符号量が算出される。また、算出された発生符号量に基づいて目標発生符号量を実現する
量子化情報の設定が行われる。さらに、画像データの各フレームの画像をＩピクチャ(Int
ra符号化画像)としてＤＣＴ(Discrete Cosine Transform)係数が算出される。また、判別
された量子化情報を基準とする範囲の量子化情報を用いてＤＣＴ係数の除算が行われて、
剰余のピクチャ単位の総和が最小となる量子化情報が前回符号化が行われたときに用いた
量子化情報と判別される。画像データに対してはＧＯＰ単位でピクチャタイプの設定が行



(6) JP 5282692 B2 2013.9.4

10

20

30

40

50

われて、該設定したピクチャタイプと前回符号化が行われたときの量子化情報が判別され
たピクチャタイプが相違するときは、その後のピクチャタイプの設定を制御してピクチャ
タイプが一致される。さらに、判別された量子化情報を用いて、設定されたピクチャタイ
プに基づき画像データの符号化が行われる。
【００１９】
　このため、参照ピクチャと非参照ピクチャを所定の順番で含むＧＯＰ構造を採用して画
像データの符号化と復号化を繰り返しても、画質の劣化を少なくできる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】第１の実施の形態の構成を示す図である。
【図２】バックサーチ部の構成を示す図である。
【図３】量子化パラメータと剰余の総和の関係を例示した図である。
【図４】量子化パラメータと評価値の総和の関係を例示した図である。
【図５】第１の実施の形態の動作を示すフローチャートである。
【図６】量子化情報設定処理を示すフローチャートである。
【図７】量子化パラメータと発生符号量の算出処理を説明するための図である。
【図８】１ＧＯＰ分の発生符号量の算出処理を示すフローチャートである。
【図９】ピクチャ一致処理を説明するための図（その１）である。
【図１０】ピクチャ一致処理を説明するための図（その２）である。
【図１１】ピクチャ一致処理を説明するための図（その３）である。
【図１２】第２の実施の形態の構成を示す図である。
【図１３】量子化マトリクスを例示した図である。
【図１４】第２の実施の形態の動作を示すフローチャートである。
【図１５】量子化パラメータと発生符号量の算出処理を説明するための図である。
【図１６】Ｉピクチャの発生符号量算出処理を示すフローチャートである。
【図１７】量子化マトリクスの選択動作を示すフローチャートである。
【図１８】量子化マトリクスの切り換え制限処理を示すフローチャートである。
【図１９】第２の発生符号量の検出処理を示すフローチャートである。
【図２０】高域成分コスト演算の動作を示すフローチャートである。
【図２１】量子化パラメータと発生符号量の算出処理を説明するための図である。
【図２２】第２の補正係数の算出動作を示すフローチャートである。
【図２３】非Ｉピクチャの発生符号量算出処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、発明を実施するための形態について、以下の順序で説明を行う。
１．第１の実施の形態の構成
２．第１の実施の形態の動作
３．第２の実施の形態の構成
４．第２の実施の形態の動作
【００２２】
　＜１．第１の実施の形態の構成＞
　図１は、本発明の第１の実施の形態の構成を示している。画像符号化装置１０は、ピク
チャタイプ設定部１１、画像並べ替え処理部１２、第１の符号化部であるプレエンコード
部２０、符号量制御部４０、ディレイバッファ５０、量子化情報判別部６０、量子化情報
決定部６５、第２の符号化部である本エンコード部７０を備えている。
【００２３】
　プレエンコード部２０は、予測モード決定部２１、ＤＣＴ（Discrete Cosine Transfor
m)部２２、量子化部２３、逆量子化部２４、ＩＤＣＴ（Inverse Discrete Cosine Transf
orm)部２５、予測画生成部２６、符号長計算部２７を備えている。量子化情報判別部６０
は、予測処理部６１、ＤＣＴ部６２、バックサーチ部６３を備えている。本エンコード部
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７０は、予測処理部７１、ＤＣＴ部７２、量子化部７３、逆量子化部７４、ＩＤＣＴ部７
５、予測画生成部７６、可変長符号化部７７を備えている。
【００２４】
　このような構成において、ピクチャタイプ設定部１１は、ロングＧＯＰ構造に従い、入
力画像の画像データの各フレームに対して、参照画であるＩピクチャ(Intra符号化画像)
とＰピクチャ(Predictive符号化画像)、及び非参照画であるＢピクチャ(Bidirectionally
 Predictive符号化画像）のいずれかのピクチャタイプを設定して画像並べ替え処理部１
２に通知する。また、ピクチャタイプ設定部１１は、後述する量子化情報判別部６０から
供給された判別信号に基づき、設定したピクチャタイプに対して、量子化情報判別部６０
で量子化情報が判別されたピクチャタイプが相違するときは、その後のピクチャタイプの
設定を制御してピクチャタイプを一致させる。
【００２５】
　画像並べ替え処理部１２、ピクチャタイプ設定部１１で設定されたピクチャタイプに応
じて、入力画像の画像データを表示順から符号化順にピクチャの順序を並べ替える。そし
て、画像並べ替え処理部１２は、符号化順に並べ替えた画像データを、プレエンコード部
２０とディレイバッファ５０に出力する。なお、画像符号化装置１０では、各フレームの
画像がいずれのピクチャタイプに設定されているか識別可能とする。例えば符号化順に並
べ替えた画像データにピクチャタイプを示す情報を付加する。また、各フレームの画像が
いずれのピクチャタイプであるか識別可能とする情報を、ピクチャタイプ設定部１１また
は画像並べ替え処理部１２から、プレエンコード部２０や本エンコード部７０等に供給し
て、ピクチャタイプを識別可能としてもよい。
【００２６】
　プレエンコード部２０は、画像データを固定の量子化パラメータを用いて符号化を行っ
たときの発生符号量の算出を行い、算出した発生符号量を符号量制御部４０に出力する。
プレエンコード部２０の予測モード決定部２１は、入力画像の画像データと後述する予測
画生成部２６で生成された予測画像データを用いてマクロブロック毎に予測モードを決定
する。また、予測モード決定部２１は、決定した予測モードの予測画像データを用いて、
入力画像の画像データとの誤差を示す差分画像データをＤＣＴ部２２に出力する。
【００２７】
　ＤＣＴ部２２は、差分画像データに対して離散コサイン変換を行い、ＤＣＴ係数を生成
して量子化部２３に出力する。
【００２８】
　量子化部２３は、予め設定された量子化情報、すなわち固定されている量子化パラメー
タＱＰ(p)を用いてＤＣＴ係数の量子化を行い、生成した量子化データを逆量子化部２４
と符号長計算部２７に出力する。
【００２９】
　逆量子化部２４は量子化データに対して逆量子化を行い、ＤＣＴ係数を生成してＩＤＣ
Ｔ部２５に出力する。
【００３０】
　ＩＤＣＴ部２５は、逆量子化部２４から供給されたＤＣＴ係数の逆離散コサイン変換を
行い、差分画像データを生成して予測画生成部２６に出力する。
【００３１】
　予測画生成部２６は、差分画像データを用いてローカルデコード画像の画像データを生
成する。また、予測画生成部２６は、入力画像の画像データを用いてマクロブロック単位
で現フレームと時間的に隣接する次フレームとの動き推定を行う。さらに　予測画生成部
２６は、動き推定結果に基づいてローカルデコード画像の動き補償を行い、ローカルデコ
ード画像の画像データから予測画像データを生成して予測モード決定部２１に出力する。
【００３２】
　符号長計算部２７は、量子化データに対してコンテキスト適応型可変長符号化方式（CA
VLC；Context-Adaptive Variable Length Coding)またはコンテキスト適応型２値算術符
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号化方式（CABAC；Context-Adaptive Binary Arithmetic Coding)のいずれかで符号化を
行い、マクロブロック毎に発生符号量を算出して符号量制御部４０に出力する。
【００３３】
　ＣＡＶＬＣ符号化方式は、ＣＡＢＡＣ方式よりも処理が簡単な方式であり、ＣＡＢＡＣ
符号化方式は、ＣＡＶＬＣ方式よりもデータ量を少なくできる方式である。ここで、プレ
エンコード部２０では処理を簡単とするために可変長符号化方式を用い、本エンコード部
７０ではデータ量を少なくするため算術符号化方式を用いる場合について説明する。可変
長符号化はある特定の領域の情報を効率よく符号化しており、算術符号化は領域を特定す
ることなく効率よく符号化できる。このため、可変長符号化から算術符号化の符号量を予
測すると大きく誤差がでる場合がある。しかし、ＣＡＶＬＣはコンテキストを適用的に変
更することにより、一般的な可変長符号化に比べて、あまり領域を特定せずに効率よく符
号化することができる。このため、誤差が少なくなり、ＣＡＢＡＣ方式を用いたときの発
生符号量をＣＡＶＬＣ方式の符号化によって推測することが可能となる。したがって、符
号長計算部２７でＣＡＶＬＣ方式を用いても、ＣＡＢＡＣ方式を用いる本エンコード部７
０における発生符号量を推測できる。なお、符号長計算部２７は、ＣＡＶＬＣ方式を用い
ることで回路規模を抑えることも可能となる。
【００３４】
　符号量制御部４０は、ビットレートとＧＯＰ構造の関係から、１ＧＯＰに割り当てられ
る目標発生符号量を決定する。また、符号量制御部４０は、プレエンコード部２０で算出
された発生符号量の１ＧＯＰ分に基づいて目標発生符号量を実現する量子化パラメータと
、この量子化パラメータを用いたときの発生符号量を予測する。すなわち、符号量制御部
４０は、１ＧＯＰの発生符号量が目標発生符号量以下で最も目標発生符号量に近くなる量
子化パラメータと、この量子化パラメータを用いたときの発生符号量を予測する。また、
符号量制御部４０は、予測した発生符号量から目標発生符号量を実現する量子化パラメー
タを設定して量子化情報決定部６５に出力する。
【００３５】
　ディレイバッファ５０は、符号量制御部４０で量子化情報の設定に要する時間だけ入力
画像の画像データを遅延させて、遅延後の画像データを量子化情報判別部６０と本エンコ
ード部７０に出力する。
【００３６】
　量子化情報判別部６０の予測処理部６１は、ディレイバッファ５０から供給された画像
データの各フレームの画像を参照ピクチャであるＩピクチャ(Intra符号化画像)として最
適な予測モードを決定すると共に、画像データから予測画像の画像データを生成する。ま
た、予測処理部６１は、ディレイバッファ５０から供給された画像データと予測画像の画
像データとの差分を示す差分画像データを生成してＤＣＴ部６２に出力する。
【００３７】
　ＤＣＴ部６２は、差分画像データに対して離散コサイン変換を行い、ＤＣＴ係数を生成
してバックサーチ部６３に出力する。
【００３８】
　バックサーチ部６３は、供給されたＤＣＴ係数を用いて演算を行い、前回の符号化で用
いられた量子化情報の判別を行う。量子化情報の判別では、例えば特許文献２（国際公開
第ＷＯ２００９／０３５１４４号公報）に示されているように、符号化で用いるＤＣＴ係
数をバックサーチ処理のためのリスケーリングファクタで除算してマクロブロック毎に剰
余を求める。また、１ピクチャを構成するマクロブロックの剰余の総和が極小となるリス
ケーリングファクタを検出する。なお、リスケーリングファクタは、量子化情報である量
子化マトリクスと量子化パラメータ、および復号化で用いるＤＣＴ係数から符号化で用い
るＤＣＴ係数を得るための変換行列の関数である。このようにして検出したリスケーリン
グファクタを生成したときの量子化情報を、前回の符号化で用いられた量子化情報として
判別する。また、剰余の総和の極小値が複数検出されたときは、大きい値を有する量子化
パラメータを採用する。さらに、バックサーチ部６３は、符号量制御部４０で設定された
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量子化情報を基準とした範囲の量子化情報を用いて、前回の符号化で用いられた量子化情
報の判別を行う。
【００３９】
　図２は、バックサーチ部６３の構成を示している。バックサーチ部６３は、剰余計算部
６３１と評価値決定部６３２と判定部６３３を有している。剰余計算部６３１は、符号量
制御部４０で設定された量子化情報を基準とした範囲の量子化情報に基づくリスケーリン
グファクタによってＤＣＴ係数の除算を行い、得られた剰余を評価値決定部６３２に出力
する。
【００４０】
　評価値決定部６３２は、ピクチャ単位で剰余の総和を算出する。さらに、評価値決定部
６３２は、剰余の総和をリスケーリングファクタで規格化して評価値とする。図３は、量
子化情報例えば量子化パラメータと剰余の総和の関係を例示した図である。図３から明ら
かなように、剰余の総和は量子化パラメータが大きくなると増加する特性を有している。
したがって、この特性の影響を受けることなく、剰余の総和が最小となる量子化パラメー
タを判別できるように、評価値決定部６３２は、剰余をリスケーリングファクタで規格化
して評価値とする。また、評価値決定部６３２は、１ピクチャを構成するマクロブロック
の評価値の総和を算出して判定部６３３に出力する。
【００４１】
　判定部６３３は、評価値の総和が最小となるリスケーリングファクタを検出して、検出
したリスケーリングファクタにおける量子化パラメータや量子化マトリクスを前回符号化
が行われたときに用いた量子化情報として、量子化情報決定部６５に出力する。図４は、
量子化パラメータと評価値の総和の関係を例示した図である。判定部６３３は、例えば図
４の特性から評価値の総和が最小となる量子化パラメータを前回符号化が行われたときに
用いた量子化情報とする。
【００４２】
　さらに、バックサーチ部６３は、量子化情報が判別されたピクチャを示す情報信号をピ
クチャタイプ設定部１１に出力する。ここで、ロングＧＯＰ構造の符号化データを復号化
して得られた画像データを用いてバックサーチを行った場合、バックサーチを行うピクチ
ャがＩピクチャであるときは、前回符号化で用いた量子化情報に基づくリスケーリングフ
ァクタによってＤＣＴ係数を除算したときの剰余が小さくなる。しかし、バックサーチを
行うピクチャがＰピクチャまたはＢピクチャであるときは、Ｉピクチャのように剰余が小
さくならない。したがって、前回符号化で用いた量子化情報が判別されたか否かによって
、前回の符号化でＩピクチャに設定されたフレームを検出することができる。バックサー
チ部６３は、前回の符号化でＩピクチャに設定されていたフレームを示す情報信号を生成
してピクチャタイプ設定部１１に出力する。
【００４３】
　量子化情報決定部６５は、量子化情報判別部６０で判別された量子化情報を本エンコー
ド部７０に出力する。また、量子化情報決定部６５は、量子化情報判別部６０で量子化情
報が判別されたとき、符号量制御部４０で設定された量子化情報を量子化情報判別部６０
で判別された量子化情報に変更して本エンコード部７０に出力する。したがって、入力画
像の画像データが一度も符号化されていない原画像の画像データである場合、量子化情報
判別部６０では量子化情報を判別できないことから、プレエンコード処理により設定した
量子化情報が本エンコード部７０に出力される。また、入力画像の画像データが符号化の
行われている画像データである場合、量子化情報判別部６０で判別された量子化情報が本
エンコード部７０に出力される。
【００４４】
　本エンコード部７０は、量子化情報決定部６５から供給された量子化情報を用いて画像
データの符号化を行う。本エンコード部７０の予測処理部７１は、ピクチャタイプ設定部
１１で設定されたピクチャタイプに基づき予測画像データを生成する。予測処理部７１は
、予測画像データと入力画像の画像データとの誤差を示す差分画像データを生成してＤＣ
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Ｔ部７２に出力する。
【００４５】
　ＤＣＴ部７２は、差分画像データに対して離散コサイン変換を行い、ＤＣＴ係数を生成
して量子化部７３に出力する。
【００４６】
　量子化部７３は、量子化情報決定部６５から供給された量子化情報を用いてＤＣＴ係数
の量子化を行い、量子化データを逆量子化部７４と可変長符号化部７７に出力する。
【００４７】
　逆量子化部７４は、量子化データに対して逆量子化を行い、ＤＣＴ係数を生成してＩＤ
ＣＴ部７５に出力する。
【００４８】
　ＩＤＣＴ部７５は、逆量子化部７４から供給されたＤＣＴ係数の逆離散コサイン変換を
行い、差分画像データを生成して予測画生成部７６に出力する。
【００４９】
　予測画生成部７６は、差分画像データを用いてローカルデコード画像の画像データを生
成する。また、予測画生成部７６は、ディレイバッファ５０からの画像データを用いてマ
クロブロック単位で現フレームと時間的に隣接する次フレームとの動き推定を行う。さら
に　予測画生成部７６は、動き推定結果に基づいてローカルデコード画像の動き補償を行
い、予測画像を生成して予測処理部７１に出力する。
【００５０】
　可変長符号化部７７は、量子化データに対してＣＡＶＬＣ方式またはＣＡＢＡＣ方式で
符号化を行い、符号化ストリームを生成して出力する。可変長符号化部７７は、例えばデ
ータ量が少なくなるようにＣＡＢＡＣ方式を用いて量子化データの符号化を行い、符号化
ストリームを生成する。
【００５１】
　このように構成された画像符号化装置１０は、前回符号化が行われている画像データを
符号化するとき、前回の符号化が行われたときと等しくなるようにピクチャタイプを設定
して画像データの符号化を行う。また、前回の符号化で用いられた量子化情報を用いて画
像データの符号化を行う。
【００５２】
　＜２．第１の実施の形態の動作＞
　次に、第１の実施の形態の動作について説明する。図５は第１の実施の形態の動作を示
すフローチャートである。なお、図５では１ＧＯＰの処理を示している。
【００５３】
　ステップＳＴ１で画像符号化装置１０は、ピクチャタイプの設定を行う。画像符号化装
置１０は、画像データの各フレームに対してＧＯＰ（Group of Picture）構造に従いピク
チャタイプ設定部１１でピクチャタイプを設定してステップＳＴ２に進む。
【００５４】
　ステップＳＴ２で画像符号化装置１０は、画像の並べ替えを行う。画像符号化装置１０
は、ピクチャタイプ設定部１１で設定されたピクチャタイプに基づき、画像データを表示
順から符号化順に画像並べ替え処理部１２で並べ替えてステップＳＴ３に進む。
【００５５】
　ステップＳＴ３で画像符号化装置１０は、プレエンコード処理を行う。画像符号化装置
１０は、設定されたピクチャタイプで画像データの符号化をプレエンコード部２０で行い
発生符号量を算出してステップＳＴ４に進む。
【００５６】
　ステップＳＴ４で画像符号化装置１０は、発生符号量が１ＧＯＰ分となったか否か判別
する。画像符号化装置１０は、プレエンコード部２０で算出された発生符号量が１ＧＯＰ
分となったときステップＳＴ７に進み、算出された発生符号量が１ＧＯＰ分となっていな
いときステップＳＴ３に戻る。
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【００５７】
　ステップＳＴ７で画像符号化装置１０は、量子化情報設定処理を行う。画像符号化装置
１０は、プレエンコード処理を行うことにより得られた発生符号量に基づいて目標発生符
号量を実現する量子化情報を設定してステップＳＴ８に進む。なお、量子化情報設定処理
は後述する。
【００５８】
　ステップＳＴ８で画像符号化装置１０は、バックサーチ処理を行う。画像符号化装置１
０は、ディレイバッファ５０から画像データの読み出しを行い、読み出した画像データの
各フレームの画像を参照ピクチャであるＩピクチャとしてＤＣＴ係数の算出を行う。さら
に、ステップＳＴ７で設定された量子化情報を基準とした範囲の量子化情報を用いてＤＣ
Ｔ係数の除算したときの剰余のピクチャ単位の総和が最小となる量子化情報を、前回の符
号化で用いた量子化情報と判別してステップＳＴ９に進む。
【００５９】
　ステップＳＴ９で画像符号化装置１０は、前回の符号化で用いた量子化情報を判別でき
たか否か判別する。画像符号化装置１０は、バックサーチ処理を行い量子化情報例えば量
子化パラメータや量子化マトリクスを判別できた時にはステップＳＴ１０に進み、判別で
きなかったときはステップＳＴ１３に進む。
【００６０】
　ステップＳＴ１０で画像符号化装置１０は、ピクチャタイプが一致するか否か判別する
。画像符号化装置１０は、ピクチャタイプ設定部１１で設定したピクチャタイプと量子化
情報判別部６０で量子化情報が判別されたピクチャタイプが一致していないときステップ
ＳＴ１１に進み、一致しているときステップＳＴ１２に進む。
【００６１】
　ステップＳＴ１１で画像符号化装置１０は、ピクチャタイプ一致処理を行う。画像符号
化装置１０は、ピクチャタイプ設定部１１でその後のＧＯＰにおけるＧＯＰ長を調整して
、画像データに対して設定するピクチャタイプと前回符号化が行われたときのピクチャタ
イプを一致させてステップＳＴ１２に進む。画像符号化装置１０は、前回符号化が行われ
たときのピクチャタイプが参照ピクチャであるとき画像データに対して設定するピクチャ
タイプを参照ピクチャとして、前回符号化が行われたときのピクチャタイプが非参照ピク
チャであるとき、画像データに対して設定するピクチャタイプを非参照ピクチャとする。
【００６２】
　ステップＳＴ１２で画像符号化装置１０は、量子化情報変更処理を行う。画像符号化装
置１０は、ステップＳＴ７で設定された量子化情報をステップＳＴ８のバックサーチ処理
で判別した量子化情報に変更してステップＳＴ１３に進む。例えば、ステップＳＴ７で設
定された量子化パラメータをステップＳＴ８で判別した量子化パラメータに変更する。
【００６３】
　ステップＳＴ１３で画像符号化装置１０は本エンコード処理を行う。画像符号化装置１
０は、前回の符号化で用いられている量子化情報が判別されていないときはステップＳＴ
７で設定された量子化情報を用いて符号化を行う。また、前回の符号化で用いられている
量子化情報が判別されたときは、ステップＳＴ１２で変更された量子化情報、すなわち前
回の符号化で用いられている量子化情報を用いて量子化を行う。
【００６４】
　図６は、量子化情報設定処理を示すフローチャートを例示している。ステップＳＴ２１
で符号量制御部４０は、量子化パラメータの予測を行う。符号量制御部４０は、プレエン
コード部２０で算出された発生符号量に基づいて目標発生符号量を実現する量子化パラメ
ータを予測してステップＳＴ２２に進む。
【００６５】
　図７は量子化パラメータと後述する発生符号量の算出処理を説明するための図である。
符号量制御部４０は、プレエンコード部２０において、固定されている量子化パラメータ
ＱＰ(p)を用いて符号化を行ったときの発生符号量ＢＴ(p)に応じてマクロブロックをグル
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ープ分けする。また、グループ毎に予め設けられている量子化パラメータと発生符号量の
関係を示す複数の予測曲線から、該当するグループの予測曲線例えば予測曲線ＣＢを選択
する。さらに、選択した予測曲線ＣＢを用いて、発生符号量が目標発生符号量ＢＴ(t)以
下で最も近い値となる量子化パラメータを予測する。
【００６６】
　ステップＳＴ２２で符号量制御部４０は、１ＧＯＰ分の発生符号量の算出を行う。符号
量制御部４０は、予測した量子化パラメータにおける発生符号量の１ＧＯＰ分を算出して
ステップＳＴ２３に進む。
【００６７】
　ステップＳＴ２３で符号量制御部４０は、１ＧＯＰ分の発生符号量が目標発生符号量よ
り大きいか否か判別する。符号量制御部４０は、発生符号量が目標発生符号量より大きく
ないときステップＳＴ２４に進み、発生符号量が目標発生符号量より大きいときステップ
ＳＴ２５に進む。
【００６８】
　ステップＳＴ２４で符号量制御部４０は、予測した量子化パラメータから本エンコード
処理で用いる量子化パラメータを設定する。符号量制御部４０は、発生符号量と目標発生
符号量との差が小さいとき、予測した量子化パラメータを本エンコード処理で用いる量子
化パラメータとして処理を終了する。例えば予測した量子化パラメータの値を「１」減少
させたときの発生符号量の増加分よりも小さいとき、予測した量子化パラメータを本エン
コード処理で用いる量子化パラメータとして処理を終了する。また、符号量制御部４０は
、発生符号量と目標発生符号量との差が大きいとき、差が小さくなるように予測した量子
化パラメータの値を減少させて、本エンコード処理で用いる量子化パラメータとする。
【００６９】
　ステップＳＴ２５で符号量制御部４０は、予測した量子化パラメータの値を増加させる
。符号量制御部４０は、発生符号量と目標発生符号量との差に応じて増加量を決定して、
予測した量子化パラメータの値を増加させてステップＳＴ２６に進む。
【００７０】
　ステップＳＴ２６で符号量制御部４０は、１ＧＯＰ分の発生符号量の算出を行う。符号
量制御部４０は、ステップＳＴ２５で更新された量子化パラメータを用いて、ステップＳ
Ｔ２２と同様に１ＧＯＰ分の発生符号量の算出を行ってステップＳＴ２７に進む。
【００７１】
　ステップＳＴ２７で符号量制御部４０は、目標発生符号量を実現できるか否か判別する
。符号量制御部４０は、目標発生符号量を実現できないと判別したときステップＳＴ２３
に戻り、目標発生符号量を実現できると判別したとき、ステップＳＴ２５で更新した量子
化パラメータを、本エンコード処理で用いる量子化パラメータとして処理を終了する。例
えば、ステップＳＴ２５で更新した量子化パラメータを用いたときの発生符号量が目標発
生符号量以下であるとする。また、ステップＳＴ２５で更新した量子化パラメータよりも
「１」だけ小さい量子化パラメータを用いたときの発生符号量が目標発生符号量を超える
とする。このとき、符号量制御部４０は、目標発生符号量を実現できると判別して、更新
した量子化パラメータを本エンコード処理で用いる量子化パラメータとする。
【００７２】
　なお、量子化情報設定処理は、図６のフローチャートに示す処理に限られるものではな
い。例えば、発生符号量と目標発生符号量との差に応じて量子化パラメータの増加量や減
少量を設定して再度発生符号量の算出を行う。また、発生符号量と目標発生符号量との差
が少なくなったときは、量子化パラメータを「１」ずつ増加または減少させて、目標発生
符号量を実現できる量子化パラメータを検索するようにしてもよい。
【００７３】
　図８は、１ＧＯＰ分の発生符号量の算出処理を例示したフローチャートである。ステッ
プＳＴ３１で符号量制御部４０は、予測した量子化パラメータを用いてＩピクチャの発生
符号量を算出してステップＳＴ３２に進む。
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【００７４】
　ステップＳＴ３２で符号量制御部４０は、次のピクチャがＩピクチャであるか否か判別
する。符号量制御部４０は、次のピクチャがＩピクチャでないときステップＳＴ３３に進
み、次のピクチャがＩピクチャであるとき、１ＧＯＰ分の発生符号量の算出処理を終了す
る。
【００７５】
　ステップＳＴ３３で符号量制御部４０は、予測した量子化パラメータを用いて非Ｉピク
チャ、すなわちＰピクチャまたはＢピクチャの発生符号量を算出してステップＳＴ３２に
戻る。
【００７６】
　次に、ピクチャ一致処理について、図９～図１１を用いて説明する。図９は、ピクチャ
タイプ設定部１１で設定したピクチャタイプよりも前回の符号化で設定したピクチャタイ
プの位相が進んでいる場合を示している。すなわち、ピクチャタイプ設定部１１で設定し
たＩピクチャよりも前のピクチャで量子化情報が判別された場合を示している。また、図
１０は、ピクチャタイプ設定部１１で設定したピクチャタイプよりも前回の符号化で設定
したピクチャタイプの位相が遅れており、この位相の遅れが少ない場合を示している。す
なわち、ピクチャタイプ設定部１１で設定したＩピクチャよりも後のピクチャであって、
このＩピクチャから僅かに離れているピクチャで量子化情報が判別された場合を示してい
る。さらに、図１１は、ピクチャタイプ設定部１１で設定したピクチャタイプよりも前回
の符号化で設定したピクチャタイプの位相が遅れており、この位相の遅れが大きい場合を
示している。すなわち、ピクチャタイプ設定部１１で設定したＩピクチャよりも後のピク
チャであって、このＩピクチャから大きく離れているピクチャで量子化情報が判別された
場合を示している。なお、図９～図１１において、「Ｂｒ」は、Ｈ．２６４／ＡＶＣの規
格によって、参照画像として用いることができるようになったＢピクチャを示している。
また、図９～図１１は、画像並べ替え処理部１２で画像の並べ替えが行われる前の順序で
ピクチャタイプを示している。
【００７７】
　ピクチャタイプ設定部１１で設定したＧＯＰにおいて、量子化情報判別部６０で量子化
情報が判別されたピクチャの番号を検出ピクチャ番号ＰＮＢとする。また、検出ピクチャ
番号からＩピクチャよりも前のＢピクチャの数をＢピクチャ数ＢＮとする。ピクチャタイ
プ設定部１１は、設定したピクチャタイプと量子化情報判別部６０で量子化情報が判別さ
れたピクチャタイプが相違するとき、その後のＧＯＰにおけるＧＯＰ長を調整する。ピク
チャタイプ設定部１１は、ＧＯＰ長を調整して、画像データに対して設定するピクチャタ
イプと前回符号化が行われたときのピクチャタイプを一致させる。ピクチャタイプ設定部
１１は、式（１）の演算を行い、次のＧＯＰのＧＯＰ長ＧＬを設定する。
　　　　　　ＧＬ＝ＰＮＢ－ＢＮ　　　・・・（１）
【００７８】
　図９の（Ａ）は、前回の符号化で設定されたピクチャタイプを示している。また、図９
の（Ｂ）（Ｃ）は、一致処理を行ったときのピクチャタイプを示している。前回の符号化
で設定されたピクチャタイプの位相が進んでいる場合、すなわち、ＧＯＰ長ＧＬがマイナ
スの値となる場合、マイナス値分だけ次のＧＯＰの先頭からＢピクチャを削減する。図９
では、前回の符号化で設定したピクチャタイプの位相が例えば１ピクチャ分だけ進んでお
り、検出ピクチャ番号ＰＮＢは「１」となる。また、Ｂピクチャ数ＢＮは「２」であるこ
とから、ＧＯＰ長ＧＬは「－１」となる。したがって、図９の（Ｂ）に示すように、例え
ば次のＧＯＰでＩピクチャよりも前に位置するＢピクチャから１つのピクチャ「Ｂ１」を
削減する。このように、位相の進んでいるピクチャ数だけ次のＧＯＰから先頭のＢピクチ
ャを削減すれば、ピクチャタイプ設定部１１で設定したピクチャタイプと前回の符号化で
設定したピクチャタイプを一致させることができる。
【００７９】
　また、図９の（Ｃ）に示すように、例えば次のＧＯＰのＧＯＰ長を１ピクチャだけ短く
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して、最後のピクチャをＰピクチャとする。このように、マイナス値分だけ次のＧＯＰ長
を短くすると、このＧＯＰ長を短くしたＧＯＰの次のＧＯＰでは、ピクチャタイプ設定部
１１で設定されるピクチャタイプを前回の符号化で設定されたピクチャタイプと一致させ
ることができる。
【００８０】
　このように、ピクチャタイプ設定部１１で設定したピクチャタイプよりも前回の符号化
で設定したピクチャタイプの位相が進んでいる場合、進んでいるピクチャ数だけＩピクチ
ャよりも前からピクチャ数を削減してＧＯＰ長の調整を行うことで、画像データに対して
設定するピクチャタイプを前回符号化が行われたときのピクチャタイプと一致させること
ができる。例えば、画像データに対して設定するＩピクチャを前回符号化が行われたとき
のＩピクチャと一致させることができる。
【００８１】
　図１０の（Ａ）は、前回の符号化で設定されたピクチャタイプを示している。また、図
１０の（Ｂ）（Ｃ）（Ｄ）は、一致処理を行ったときのピクチャタイプを示している。前
回の符号化で設定されたピクチャタイプの位相遅れが少ない場合、次のＧＯＰのＧＯＰ長
を算出したＧＯＰ長ＧＬとする。図１０では、量子化パラメータや量子化マトリクスがピ
クチャ「Ｂ４」で最初に検出されており、Ｉピクチャよりも前のＢピクチャ数は「２」で
あることから、ＧＯＰ長ＧＬは「４－２＝２」となる。したがって、図１０の（Ｂ）に示
すように、例えば次のＧＯＰのＧＯＰ長を「２」とする。このように、次のＧＯＰをＧＯ
Ｐ長ＧＬとすれば、次の次のＧＯＰでは、ピクチャタイプ設定部１１で設定されるピクチ
ャタイプを前回の符号化で設定されているピクチャタイプと一致させることができる。
【００８２】
　また、位相遅れが少ないとＧＯＰ長ＧＬが小さな値となって短いＧＯＰが生成されてし
まう。したがって、短いＧＯＰを生じることがないように、ピクチャタイプ設定部１１は
例えば次のＧＯＰと次の次のＧＯＰのピクチャタイプを調整する。ピクチャタイプ設定部
１１は、その後のＧＯＰに対してピクチャタイプ設定部１１で設定されるピクチャタイプ
を、前回の符号化で設定されたピクチャタイプと一致させる。この場合、ＩピクチャとＰ
ピクチャの間隔ＧＭを用いて、次のＧＯＰのＧＯＰ長を（ＧＯＰ長ＧＬ＋間隔ＧＭの整数
倍）とする。
【００８３】
　例えば、図１０において、ＩピクチャとＰピクチャの間隔ＧＭは「３」であり、ＧＯＰ
長ＧＬは「２」であることから、次のＧＯＰのＧＯＰ長は図１０の（Ｃ）に示すように例
えば「２＋３×２」とする。このようにすれば、次の次のＧＯＰでは、ピクチャタイプ設
定部１１で設定される参照ピクチャと非参照ピクチャを前回の符号化で設定されたピクチ
ャタイプと一致させることができる。さらに、その後のＧＯＰでは、ピクチャタイプ設定
部１１で設定したピクチャタイプと前回の符号化で設定したピクチャタイプが一致する。
【００８４】
　また、短いＧＯＰを生じることがないように、調整を最小限に抑えてピクチャタイプ設
定部１１で設定されるピクチャタイプを前回の符号化で設定されたピクチャタイプと一致
させてもよい。この場合、ＧＯＰ長は「通常のＧＯＰ数－（間隔ＧＭの整数倍－ＧＬ）」
とする。図１０において、通常のＧＯＰ数は「１２」、間隔ＧＭは「３」、ＧＯＰ長ＧＬ
は「２」であることから、図１０の（Ｄ）に示すように、次のＧＯＰのＧＯＰ長は「１２
－（３－２）」とする。このようにすれば、調整を最小限に抑えて、次の次のＧＯＰでは
、ピクチャタイプ設定部１１で設定されるピクチャタイプを前回の符号化で設定されたピ
クチャタイプと一致させることが可能となり、調整を最小限に抑えて画質の劣化を少なく
できる。
【００８５】
　図１１の（Ａ）は、前回の符号化で設定したピクチャタイプを示している。また、図１
１の（Ｂ）（Ｃ）は、一致処理を行ったときのピクチャタイプを示している。前回の符号
化で設定したピクチャタイプの位相遅れが大きい場合、次のＧＯＰのＧＯＰ長を算出した
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ＧＯＰ長ＧＬとする。図１１では、量子化情報がピクチャ「Ｂ１０」で最初に判別されて
おり、Ｉピクチャよりも前のＢピクチャ数は「２」であることから、ＧＯＰ長ＧＬは「１
０－２＝８」となる。したがって、図１１の（Ｂ）に示すように、例えば次のＧＯＰのＧ
ＯＰ長を「８」とする。このように、次のＧＯＰをＧＯＰ長ＧＬとすれば、次の次のＧＯ
Ｐでは、ピクチャタイプ設定部１１で設定されるピクチャタイプを前回の符号化で設定さ
れたピクチャタイプと一致させることができる。
【００８６】
　また、次のＧＯＰをＧＯＰ長ＧＬとしたとき、画質の劣化が少なくなるように、次のＧ
ＯＰにおいて前回の符号化で設定したＰピクチャがＩピクチャまたはＢピクチャと設定さ
れるようにしてもよい。すなわちＧＯＰ長ＧＬがＩピクチャとＰピクチャの間隔ＧＭの整
数倍でないとき、端数の調整を先頭側のＢピクチャで行う。図１１の（Ｂ）に示すように
、例えば先頭側のＢピクチャである「Ｂ1」を削除する。
【００８７】
　このように、ピクチャタイプ設定部１１で設定したピクチャタイプよりも前回の符号化
で設定したピクチャタイプの位相が遅れている場合、図１０や図１１に示すように、次の
１または複数のＧＯＰでピクチャ数を削減してＧＯＰ長の調整を行うことで、前記画像デ
ータに対して設定する参照ピクチャと非参照ピクチャのピクチャタイプを前回符号化が行
われたときのピクチャタイプと一致させることができる。また、例えば図１０の（Ｂ）や
図１０の（Ｃ）および図１１のようにＧＯＰ長の調整を行うことで、画像データに対して
設定するＩピクチャを前回符号化が行われたときのＩピクチャと一致させることができる
。
【００８８】
　このようにピクチャ一致処理を行うと、ピクチャタイプ設定部１１では、前回の符号化
で設定されているピクチャタイプと一致するようにピクチャタイプの設定を行うことがで
きる。したがって、参照ピクチャと非参照ピクチャで画質の差を設けることで主観的な画
質を向上させているとき、参照ピクチャに比べて画質の劣る非参照ピクチャが次の符号化
で参照ピクチャに設定されてしまうことを防止することが可能となる。このため、画像デ
ータの符号化と復号化を繰り返しても、画質の劣化を少なくできる。
【００８９】
　また、量子化情報判別部６０で前回の符号化で用いた量子化情報が判別されたときは、
量子化情報変更処理が行われて、符号量制御部４０で設定された量子化情報が、量子化情
報判別部６０で判別された量子化情報に変更される。このため、前回の符号化で用いた量
子化情報が判別されたときは、判別された量子化情報を用いて本エンコード部７０で符号
化が行われる。このように、前回の符号化で用いた量子化情報を用いて本エンコード部７
０で符号化が行われるので、量子化歪みが繰り返し重畳されてしまうことを防止すること
が可能となり、画像データの符号化と復号化を繰り返しても画質の劣化を少なくできる。
【００９０】
　さらに、量子化情報判別部６０で前回の符号化で用いた量子化情報の判別では、プレエ
ンコード処理を行うことにより設定された量子化情報を基準として、判別を行う量子化情
報の範囲が設定される。このため、全ての量子化情報を用いて演算を行わなくとも、前回
の符号化で用いた量子化情報を判別することが可能となり、量子化情報判別部６０での演
算量を少なくできる。
【００９１】
　＜３．第２の実施の形態の構成＞
　次に、第１の実施の形態よりも精度よく量子化情報の設定を行い、この設定された量子
化情報を用いることで、量子化情報判別部６０で前回の符号化で用いた量子化情報の判別
を更に容易とする場合について説明する。なお、第２の実施の形態では、符号量制御部で
量子化マトリクスの設定も合わせて行う場合について説明する。
【００９２】
　第２の実施の形態では、第３の符号化部であるイントラプレエンコード部３０を更に設
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けて、イントラプレエンコード部３０で算出された発生符号量を用いて量子化パラメータ
等の予測精度を向上させる。
【００９３】
　図１２は、第２の実施の形態の構成を示している。画像符号化装置１０ａは、ピクチャ
タイプ設定部１１、画像並べ替え処理部１２、第１の符号化部であるプレエンコード部２
０、第３の符号化部であるイントラプレエンコード部３０、符号量制御部４０ａ、ディレ
イバッファ５０、量子化情報判別部６０、量子化情報決定部６５、第２の符号化部である
本エンコード部７０を備えている。なお、図１２において、プレエンコード部２０と本エ
ンコード部７０は、第１の実施の形態と同様な構成であり、図１２ではプレエンコード部
２０と本エンコード部７０を簡略化して示している。
【００９４】
　イントラプレエンコード部３０は、画面内予測処理部３１、ＤＣＴ部３２、量子化部３
３、逆量子化部３４、ＩＤＣＴ部３５、イントラ予測画生成部３６、符号長計算部３７を
備えている。また、量子化部３３は複数段の量子化部３３-1～３３-nで構成されており、
符号長計算部３７は複数段の符号長計算部３７-1～３７-nで構成されている。
【００９５】
　このような構成において、ピクチャタイプ設定部１１は、上述のようにロングＧＯＰ構
造に従って入力画像の画像データの各フレームに対してピクチャタイプを設定する。また
、設定したピクチャタイプと量子化情報判別部６０で量子化情報が判別されたピクチャタ
イプが相違するときは、その後のピクチャタイプの設定を制御してピクチャタイプを一致
させる。
【００９６】
　画像並べ替え処理部１２、ピクチャタイプ設定部１１で設定されたピクチャタイプに応
じて、入力画像の画像データを表示順から符号化順にピクチャの順序を並べ替える。プレ
エンコード部２０は、画像データを固定の量子化パラメータを用いて符号化を行ったとき
の発生符号量の算出を行い、算出した発生符号量を符号量制御部４０ａに出力する。
【００９７】
　イントラプレエンコード部３０は、画像データを全てＩピクチャとして、複数の量子化
情報で符号化を行い、量子化情報毎に発生符号量を算出して符号量制御部４０ａに出力す
る。イントラプレエンコード部３０の画面内予測処理部３１は、入力画像の画像データと
後述するイントラ予測画生成部３６で生成された予測画像データとの誤差を示す差分画像
データを生成してＤＣＴ部３２に出力する。
【００９８】
　ＤＣＴ部３２は、差分画像データに対して離散コサイン変換を行い、ＤＣＴ係数を生成
して量子化部３３に出力する。
【００９９】
　量子化部３３は、複数段例えば９段の量子化部３３-1～３３-9で構成されている。量子
化部３３-1～３３-9は、複数の量子化情報例えば異なる３つの量子化パラメータＱＰ(i0)
，ＱＰ(i1)，ＱＰ(i2)と異なる３つの量子化マトリクスＱＭF，ＱＭN，ＱＭSを組み合わ
せて、９つの条件で量子化を行う。量子化部３３-1～３３-9は、ＤＣＴ係数の量子化を行
って得られた量子化データを符号長計算部３７に出力する。また、量子化部３３は量子化
部３３-1～３３-9で生成された量子化データの１つを選択して逆量子化部３４に出力する
。
【０１００】
　図１３は、量子化マトリクスＱＭF，ＱＭN，ＱＭSを例示している。図１３の（Ａ）は
量子化マトリクスＱＭFを示している。量子化マトリクスＱＭFはマトリクス値が全て等し
い値とされている。すなわち、量子化マトリクスＱＭFは、フラットな特性の量子化マト
リクスである。図１３の（Ｂ）は量子化マトリクスＱＭNを示している。量子化マトリク
スＱＭNは高域成分のマトリクス値が低域成分のマトリクス値よりも大きくされている。
すなわち、量子化マトリクスＱＭNは、高域成分の削減が行われる一般的な量子化マトリ



(17) JP 5282692 B2 2013.9.4

10

20

30

40

50

クスである。図１３の（Ｃ）は量子化マトリクスＱＭSを示している。量子化マトリクス
ＱＭSは、量子化マトリクスＱＭNに比べて高域成分のマトリクス値がさらに大きな値とさ
れている。すなわち、量子化マトリクスＱＭSは、量子化マトリクスＱＭNに比べて高域成
分の削減をさらに多くした特性の量子化マトリクスである。
【０１０１】
　逆量子化部３４は、量子化部３３から供給された量子化データに対して逆量子化を行い
、ＤＣＴ係数データを生成してＩＤＣＴ部３５に出力する。
【０１０２】
　ＩＤＣＴ部３５は、逆量子化部３４から供給されたＤＣＴ係数データの逆離散コサイン
変換を行い、ローカルデコード画像の画像データを生成してイントラ予測画生成部３６に
出力する。
【０１０３】
　イントラ予測画生成部３６は、差分画像データを用いてローカルデコード画像の画像デ
ータを生成する。また、イントラ予測画生成部３６は、ローカルデコード画像の画像デー
タを予測画像データとして画面内予測処理部３１に出力する。
【０１０４】
　符号長計算部３７は、量子化部３３と対応させて複数段例えば９段の符号長計算部３７
-1～３７-9で構成されている。符号長計算部３７-1～３７-9は、プレエンコード部２０の
符号長計算部２７と等しい方式を用いて符号化を行い、マクロブロック毎に発生符号量を
算出して符号量制御部４０ａに出力する。
【０１０５】
　符号量制御部４０ａは、イントラプレエンコード部３０で算出された発生符号量から高
域成分が多いか否かを識別可能とする識別値を算出して、この識別値が閾値よりも大きく
高域成分が多いと判別したときは、高域成分を削減する量子化マトリクスを選択する。ま
た識別値が閾値以下で高域成分が少ないと判別したときは、高域成分の削減が少ない量子
化マトリクスを選択する。
【０１０６】
　また、符号量制御部４０ａは、ビットレートとＧＯＰ構造の関係から、１ＧＯＰに割り
当てられる目標発生符号量を決定する。符号量制御部４０ａは、プレエンコード部２０で
算出された発生符号量の１ＧＯＰ分に基づいて目標発生符号量を実現する量子化パラメー
タと、この量子化パラメータを用いたときの発生符号量を予測する。すなわち、符号量制
御部４０ａは、１ＧＯＰの発生符号量が目標発生符号量以下で最も目標発生符号量に近く
なる量子化パラメータと、この量子化パラメータを用いたときの発生符号量を予測する。
【０１０７】
　また、符号量制御部４０ａは、予測した発生符号量をイントラプレエンコード部３０で
算出された発生符号量に応じて補正する。さらに、符号量制御部４０ａは、補正後の発生
符号量から目標発生符号量を実現する量子化パラメータと量子化マトリクスを設定する。
ここで、プレエンコード部２０で用いられている量子化マトリクスと異なる量子化マトリ
クスを設定したとき、符号量制御部４０ａは補正係数を算出する。さらに、符号量制御部
４０ａは、予測した発生符号量を、補正係数を用いて補正する。符号量制御部４０ａは、
例えばイントラプレエンコード部３０で算出された発生符号量から、プレエンコード部２
０で用いられている量子化マトリクスを用いたときの発生符号量ＢＴと、選択した量子化
マトリクスを用いたときの発生符号量を選択する。符号量制御部４０ａは、選択した２つ
の発生符号量から補正係数を算出する。
【０１０８】
　ディレイバッファ５０は、符号量制御部４０ａで量子化情報の設定に要する時間だけ入
力画像の画像データを遅延させて、遅延後の画像データを量子化情報判別部６０と本エン
コード部７０に出力する。
【０１０９】
　量子化情報判別部６０は、画像データの各フレームの画像を参照ピクチャであるＩピク
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チャとしてＤＣＴ係数の算出を行う。さらに、量子化情報判別部６０は、符号量制御部４
０ａで決定された量子化情報を基準とした範囲の量子化情報を用いてＤＣＴ係数の除算を
行い、剰余のピクチャ単位の総和が最小となる量子化情報を、前回符号化が行われたとき
に用いた量子化情報と判別する。
【０１１０】
　本エンコード部７０は、符号量制御部４０ａで設定された量子化情報を用いて、ピクチ
ャタイプ設定部１１で設定されたピクチャタイプに基づき画像データの符号化を行う。ま
た、本エンコード部７０は、量子化情報判別部６０で量子化情報が判別されたとき、符号
量制御部４０ａで設定された量子化情報が量子化情報決定部６５によって量子化情報判別
部６０で判別された量子化情報に変更されたとき、この変更された量子化情報を用いて画
像データの符号化を行う。
【０１１１】
　＜４．第２の実施の形態の動作＞
　次に、第２の実施の形態の動作について説明する。図１４は、第２の実施の形態の動作
を示すフローチャートである。なお、図５に示す画像符号化装置の動作と対応する処理は
同一のステップ番号を付している。
【０１１２】
　ステップＳＴ１で画像符号化装置１０ａは、ピクチャタイプの設定を行いステップＳＴ
２に進む。ステップＳＴ２で画像符号化装置１０ａは、画像の並べ替えを行う。ステップ
ＳＴ３で画像符号化装置１０ａは、プレエンコード処理を行う。ステップＳＴ４で画像符
号化装置１０ａは、プレエンコード処理で算出された発生符号量が１ＧＯＰ分となったか
否か判別する。画像符号化装置１０ａは、プレエンコード部２０で算出された発生符号量
が１ＧＯＰ分となったときステップＳＴ７に進み、算出された発生符号量が１ＧＯＰ分と
なっていないときステップＳＴ３に戻る。
【０１１３】
　ステップＳＴ５で画像符号化装置１０ａは、イントラプレエンコード処理を行う。画像
符号化装置１０ａは、画像データの各フレームをＩピクチャとしてイントラプレエンコー
ド部３０で符号化を行い発生符号量を算出してステップＳＴ６に進む。また、画像符号化
装置１０ａは、イントラプレエンコード処理において、複数の量子化情報例えば異なる３
つの量子化パラメータＱＰ(i0)，ＱＰ(i1)，ＱＰ(i2)と異なる３つの量子化マトリクスＱ
ＭF，ＱＭN，ＱＭSを組み合わせて、９つの条件で符号化を並列に行って発生符号量を算
出する。
【０１１４】
　ステップＳＴ６で画像符号化装置１０ａは、発生符号量が１ＧＯＰ分となったか否か判
別する。画像符号化装置１０ａは、イントラプレエンコード部３０で算出された発生符号
量が１ＧＯＰ分となったときステップＳＴ７に進む。また、画像符号化装置１０ａは、算
出された発生符号量が１ＧＯＰ分となっていないときステップＳＴ５に戻る。
【０１１５】
　ステップＳＴ７で画像符号化装置１０ａは、量子化情報設定処理を行う。ステップＳＴ
８で画像符号化装置１０ａは、バックサーチ処理を行う。ステップＳＴ９で画像符号化装
置１０ａは、前回の符号化で用いた量子化情報が得られたか否か判別する。画像符号化装
置１０ａは、バックサーチ処理を行い量子化情報例えば量子化パラメータや量子化マトリ
クスを判別できた時にはステップＳＴ１０に進み、判別できなかったときはステップＳＴ
１３に進む。ステップＳＴ１０で画像符号化装置１０ａは、ピクチャタイプが一致するか
否か判別する。画像符号化装置１０ａは、ピクチャタイプ設定部１１で設定したピクチャ
タイプと量子化情報判別部６０で量子化情報が判別されたピクチャタイプが一致していな
いときステップＳＴ１１に進み、一致しているときステップＳＴ１２に進む。ステップＳ
Ｔ１１で画像符号化装置１０ａは、ピクチャタイプ一致処理を行う。ステップＳＴ１２で
画像符号化装置１０ａは、量子化情報変更処理を行う。ステップＳＴ１３で画像符号化装
置１０ａは本エンコード処理を行う。
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【０１１６】
　さらに、画像符号化装置１０ａは図６に示す量子化情報設定処理、および図８に示す１
ＧＯＰ分の発生符号量の算出処理等を行い、目標発生符号量を実現する量子化情報の設定
を精度よく行う。次に、第２の実施の形態における発生符号量の算出処理について説明す
る。
【０１１７】
　図１５は　イントラプレエンコード部３０を設けた場合における量子化パラメータと後
述する発生符号量の算出処理を説明するための図である。符号量制御部４０ａは、プレエ
ンコード部２０において、固定されている量子化パラメータＱＰ(p)を用いて符号化を行
ったときの発生符号量ＢＴ(p)に応じてマクロブロックをグループ分けする。また、上述
したように、グループ毎に予め設けられている量子化パラメータと発生符号量の関係を示
す複数の予測曲線から、該当するグループの予測曲線例えば予測曲線ＣＢを選択する。さ
らに、図１５に示すように、選択した予測曲線ＣＢを用いて、発生符号量が目標発生符号
量ＢＴ(t)以下で最も近い値となる量子化パラメータＱＰ(t)を予測する。この予測した量
子化パラメータＱＰ(t)を用いてＩピクチャの発生符号量と非Ｉピクチャの発生符号量を
予測する。
【０１１８】
　予測した量子化パラメータを用いてＩピクチャの発生符号量を予測する場合、符号量制
御部４０ａは、プレエンコード処理の発生符号量に基づいて、予測した量子化パラメータ
を用いたときの発生符号量を予測する。この予測した発生符号量を第１の発生符号量とい
う。また、符号量制御部４０ａは、イントラプレエンコード処理で得られた発生符号量か
ら、予測した量子化パラメータを用いたときの発生符号量を算出する。この算出した発生
符号量を第２の発生符号量という。
【０１１９】
　符号量制御部４０ａは、第１の発生符号量と第２の発生符号量から補正係数を算出する
。さらに、符号量制御部４０ａは、算出した補正係数で第１の発生符号量を補正して、補
正後の第１の発生符号量を、予測した量子化パラメータを用いたときのＩピクチャの発生
符号量とする。また、符号量制御部４０ａは、Ｉピクチャにおける高域成分の状態を示す
高域成分コストを算出して、算出した高域成分コストを用いて第１の発生符号量の補正を
行う。
【０１２０】
　予測した量子化パラメータを用いて非Ｉピクチャの発生符号量を予測する場合、符号量
制御部４０ａは、プレエンコード処理の発生符号量に基づいて、予測した量子化パラメー
タを用いたときの発生符号量を予測する。この予測した発生符号量を第３の発生符号量と
する。また、符号量制御部４０ａは、非Ｉピクチャにおける補正係数を算出して、この補
正係数を用いて第３の発生符号量の補正を行い、補正後の第３の発生符号量を予測した量
子化パラメータを用いたときの非Ｉピクチャの発生符号量とする。
【０１２１】
　図１６は、予測した量子化パラメータを用いたときのＩピクチャの発生符号量算出処理
を示すフローチャートである。
【０１２２】
　ステップＳＴ４１で符号量制御部４０ａは、第１の発生符号量を予測する。符号量制御
部４０ａは、予測した量子化パラメータを用いたときの発生符号量を予測して第１の発生
符号量としてステップＳＴ４２に進む。例えば、図１５に示すように、選択した予測曲線
ＣＢを用いて、発生符号量が目標発生符号量ＢＴ(t)以下で最も近い値となる量子化パラ
メータが予測されて、この予測された量子化パラメータを用いたときの発生符号量を予測
する。すなわち、予測した量子化パラメータＱＰ(t)における発生符号量ＢＴ(pt)を第１
の発生符号量としてステップＳＴ４２に進む。なお、量子化パラメータＱＰ(p)は、量子
化パラメータＱＰ(p)を用いて符号化を行ったときの発生符号量が、目標発生符号量より
も大きくなるように予め小さな値に設定しておく。このように量子化パラメータＱＰ(p)



(20) JP 5282692 B2 2013.9.4

10

20

30

40

50

を設定すれば、発生符号量を小さくして目標発生符号量以下で最も符号量が近くなる基本
量子化パラメータを設定することができるようになる。
【０１２３】
　ステップＳＴ４２で符号量制御部４０ａは、量子化マトリクスの選択動作を行う。図１
７は量子化マトリクスの選択動作を示すフローチャートである。ステップＳＴ５１で符号
量制御部４０ａは、プレエンコード部２０の発生符号量が上限値以上であるか否か判別す
る。符号量制御部４０ａは発生符号量が上限値以上でないときステップＳＴ５２に進み、
上限値以上であるときステップＳＴ５４に進む。
【０１２４】
　ステップＳＴ５２で符号量制御部４０ａはプレエンコード部２０の発生符号量が下限値
以下であるか否か判別する。符号量制御部４０ａは発生符号量が下限値以下でないときス
テップＳＴ５３に進み、下限値以下であるときステップＳＴ５６に進む。
【０１２５】
　ステップＳＴ５３で符号量制御部４０ａは、高域成分が多いか否かを判別する。符号量
制御部４０ａは、イントラプレエンコード部３０の発生符号量から高域成分が多いか否か
を識別可能とする識別値を算出する。符号量制御部４０ａは、例えば量子化マトリクスＱ
ＭFを用いたときの発生符号量に対して量子化マトリクスＱＭNを用いたときの発生符号量
の割合を算出して識別値とする。符号量制御部４０ａは、算出した識別値が閾値ＴＨvaよ
りも大きく高域成分が多いと判別したときはステップＳＴ５５に進み、閾値ＴＨva以下で
高域成分が少ないと判別したときステップＳＴ５６に進む。
【０１２６】
　ステップＳＴ５４で符号量制御部４０ａは、量子化マトリクスＱＭSを選択する。符号
量制御部４０ａは、プレエンコード部２０の発生符号量が上限値以上であることから、図
１３の(Ｃ)に示す量子化マトリクスＱＭSを選択する。このように量子化マトリクスＱＭS
を選択すれば、高域成分が大きく削減されて発生符号量が少なくなる。
【０１２７】
　ステップＳＴ５５で符号量制御部４０ａは、量子化マトリクスＱＭNを選択する。符号
量制御部４０ａは、プレエンコード部２０の発生符号量が上限値と下限値の範囲内であり
、高域成分が少ないと判断されていないことから、一般的に用いる図１３の(Ｂ)に示す量
子化マトリクスＱＭNを選択する。
【０１２８】
　ステップＳＴ５６で符号量制御部４０ａは、量子化マトリクスＱＭFを選択する。符号
量制御部４０ａは、プレエンコード部２０の発生符号量が下限値以下、または発生符号量
が上限値と下限値の範囲内であっても高域成分が少ないと判断されていることから、図１
３の(Ａ)に示す量子化マトリクスＱＭFを選択する。このように量子化マトリクスＱＭFを
選択すれば、低域成分や高域成分が削減されてしまうことを防止できる。
【０１２９】
　符号量制御部４０ａは、このように高域成分が多いと判別したときは高域成分を削減す
る量子化マトリクスＱＭNを選択して、高域成分が少ないと判別したときは量子化マトリ
クスＱＭNよりも高域成分の削減が少ない量子化マトリクスＱＭFを選択する。したがって
、例えば符号化と復号化処理が既に行われて高域成分が削減されている画像に対して、高
域成分を削減する量子化マトリクスを用いた符号化が行われることがなく、画質が悪化し
てしまうことを防止できる。また、プレエンコード部２０で算出された発生符号量が上限
値以上であるとき、量子化マトリクスＱＭNよりも高域成分の削減が多い量子化マトリク
スＱＭSが選択されるので、発生符号量が少なくなる量子化マトリクスを選択することが
できる。
【０１３０】
　なお、図１７に示す量子化マトリクスの選択動作では、発生符号量に応じて量子化マト
リクスを選択しているが、図１６のステップＳＴ４１で算出した量子化パラメータＱＰ(t
)の値に応じて、発生符号量に応じて量子化マトリクスの選択を行うようにしてもよい。
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例えばステップＳＴ５１では、量子化パラメータＱＰ(t)の値が予め設定した第１のパラ
メータ値よりも小さいとき、ステップＳＴ５４で量子化マトリクスＱＭSを選択する。ま
た、ステップＳＴ５１では、量子化パラメータＱＰ(t)のパラメータ値が予め設定した第
２の値（第１の値よりも大きい値）よりも大きいとき、ステップＳＴ５６で量子化マトリ
クスＱＭFを選択するようにしてもよい。
【０１３１】
　符号量制御部４０ａは、図１６のステップＳＴ４２で量子化マトリクスの設定動作を行
いステップＳＴ４３に進む。
【０１３２】
　ステップＳＴ４３で符号量制御部４０ａは、量子化マトリクスの切り換え制限処理を行
う。符号量制御部４０ａは、例えばＧＯＰ内で似たような画像に対して異なる量子化マト
リクスが選択されてしまい、量子化マトリクスの切り換えが頻繁に行われて画質が不安定
となってしまうことがないように、量子化マトリクスの切り換え制限処理を行う。
【０１３３】
　図１８は、量子化マトリクスの切り換え制限処理を示すフローチャートである。ステッ
プＳＴ６１で符号量制御部４０ａは、ＧＯＰ内の全ピクチャは同じ量子化マトリクスを選
択しているか否かを判別する。符号量制御部４０ａは、ＧＯＰ内の全ピクチャが同じ量子
化マトリクスでないときステップＳＴ６２に進む。また、符号量制御部４０ａは、ＧＯＰ
内の全ピクチャで同じ量子化マトリクスであるとき切り換え制限処理を終了する。
【０１３４】
　ステップＳＴ６２で符号量制御部４０ａは、一番多く用いられている最多量子化マトリ
クスを探索する。符号量制御部４０ａは、ＧＯＰ内で一番多く用いられている量子化マト
リクスを最多量子化マトリクスＱＭmxとしてステップＳＴ６３に進む。
【０１３５】
　ステップＳＴ６３で符号量制御部４０ａは、最多量子化マトリクスＱＭmxが複数である
か否かを判別する。符号量制御部４０ａは、最多量子化マトリクスＱＭmxが複数であると
きステップＳＴ６４に進み、最多量子化マトリクスＱＭmxが１つであるときステップＳＴ
６６に進む。
【０１３６】
　ステップＳＴ６４で符号量制御部４０ａは、最多量子化マトリクスＱＭmxに量子化マト
リクスＱＭNが含まれているか判別する。符号量制御部４０ａは、最多量子化マトリクス
ＱＭmxに量子化マトリクスＱＭNが含まれているときステップＳＴ６５に進む。また、符
号量制御部４０ａは、最多量子化マトリクスＱＭmxに量子化マトリクスＱＭNが含まれて
いないとき、すなわち最多量子化マトリクスＱＭmxとして量子化マトリクスＱＭFと量子
化マトリクスＱＭSが選択されている場合、安定化制御動作を終了する。最多量子化マト
リクスＱＭmxとして量子化マトリクスＱＭFと量子化マトリクスＱＭSが選択されている場
合、量子化マトリクスＱＭFを選択したピクチャと量子化マトリクスＱＭSを選択したピク
チャでは、発生符号量が全く異なり、画像が似ていないと推定される。したがって、安定
化制御動作を終了する。
【０１３７】
　ステップＳＴ６５で符号量制御部４０ａは、量子化マトリクスＱＭNを最多量子化マト
リクスＱＭmxに設定してステップＳＴ６６に進む。
【０１３８】
　ステップＳＴ６６で符号量制御部４０ａは、ＧＯＰの先頭から量子化マトリクスの再検
査を行いステップＳＴ６７に進む。
【０１３９】
　ステップＳＴ６７で符号量制御部４０ａは、量子化マトリクスＱＭが最多量子化マトリ
クスＱＭmxと等しいか否か判別する。符号量制御部４０ａは、ピクチャの量子化マトリク
スＱＭが最多量子化マトリクスＱＭmxと等しくないときステップＳＴ６８に進み、等しい
ときステップＳＴ７０に進む。
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【０１４０】
　ステップＳＴ６８で符号量制御部４０ａは、量子化マトリクスＱＭと最多量子化マトリ
クスＱＭmxのどちらかが量子化マトリクスＱＭNであるか否か判別する。符号量制御部４
０ａは、ピクチャの量子化マトリクスＱＭと最多量子化マトリクスＱＭmxのいずれかが量
子化マトリクスＱＭNであるときはステップＳＴ６９に進む。また、符号量制御部４０ａ
は、いずれも量子化マトリクスＱＭNでないときステップＳＴ７０に進む。すなわち、符
号量制御部４０ａは、量子化マトリクスＱＭと最多量子化マトリクスＱＭmxの一方が量子
化マトリクスＱＭFで他方が量子化マトリクスＱＭSであるとき、上述したように画像が似
ていないと推定されるのでステップＳＴ７０に進む。
【０１４１】
　ステップＳＴ６９で符号量制御部４０ａは、判定条件を変更して量子化マトリクスの再
選択を行う。符号量制御部４０ａは、最多量子化マトリクスが選択された画像と似ている
画像で最多量子化マトリクスが選択されるように判定条件を補正して、再度量子化マトリ
クスの選択を行いステップＳＴ７０に進む。符号量制御部４０ａは、図１７のステップＳ
Ｔ５１で用いた上限値またはステップＳＴ５３で用いた閾値ＴＨvaを、最多量子化マトリ
クスＱＭmxが選択されやすくなる方向に補正して再度量子化マトリクスの選択を行いステ
ップＳＴ７０に進む。
【０１４２】
　ステップＳＴ７０で符号量制御部４０ａは、ＧＯＰの最後のピクチャであるか否か判別
する。符号量制御部４０ａは、ＧＯＰの最後のピクチャでないときステップＳＴ６７に戻
り、ＧＯＰの最後のピクチャであるとき切り換え制限処理を終了する。
【０１４３】
　このように量子化マトリクスの切り換え制限処理を行うと、ＧＯＰ内において似ている
画像は同じ量子化マトリクスが選択されるので量子化マトリクスの切り換えが少なくなり
、画質を安定させることができる。
【０１４４】
　図１６のステップＳＴ４４で符号量制御部４０ａは、第２の発生符号量の算出を行う。
符号量制御部４０ａは、イントラプレエンコード部３０で算出された発生符号量から、量
子化パラメータＱＰ(t)における発生符号量ＢＴ(it)を検出して第２の発生符号量とする
。ここで、プレエンコード部２０で量子化マトリクスＱＭNが用いられている場合、符号
量制御部４０ａは、量子化パラメータＱＰ(i0)～ＱＰ(i2)と量子化マトリクスＱＭNを用
いて符号化を行ったときの発生符号量ＢＴ(i0N)，ＢＴ(i1N)，ＢＴ(i2N)から、量子化パ
ラメータＱＰ(t)における発生符号量ＢＴ(it)を検出して第２の発生符号量とする。
【０１４５】
　図１９は、第２の発生符号量の検出処理を示すフローチャートである。ステップＳＴ８
１で符号量制御部４０ａは、イントラプレエンコーダ処理で用いられている量子化パラメ
ータから、予測した量子化パラメータと一番近い量子化パラメータを検出する。符号量制
御部４０ａは、例えば量子化パラメータＱＰ(i0)～ＱＰ(i2)のなかで量子化パラメータＱ
Ｐ(t)と一番近い量子化パラメータを検出して、量子化パラメータＱＰ(ia)としてステッ
プＳＴ８２に進む。
【０１４６】
　ステップＳＴ８２で符号量制御部４０ａは、イントラプレエンコーダ処理で用いられて
いる量子化パラメータから、予測した量子化パラメータと二番目に近い量子化パラメータ
を検出する。符号量制御部４０ａは、例えば量子化パラメータＱＰ(i0)～ＱＰ(i2)のなか
で量子化パラメータＱＰ(t)に二番目に近い量子化パラメータを検出して、量子化パラメ
ータＱＰ(ib)としてステップＳＴ８３に進む。
【０１４７】
　ステップＳＴ８３で符号量制御部４０ａは、予測した量子化パラメータを用いたときの
発生符号量を算出する。符号量制御部４０ａは、量子化パラメータＱＰ(ia)と量子化マト
リクスＱＭNを用いたときの発生符号量ＢＴ(iaN)と、量子化パラメータＱＰ(ib)と量子化



(23) JP 5282692 B2 2013.9.4

10

20

30

40

50

マトリクスＱＭNを用いたときの発生符号量ＢＴ(ibN)を用いて補間処理を行う。符号量制
御部４０ａは、補間処理として直線補間または曲線補間等を行い、予測した量子化パラメ
ータＱＰ(t)の発生符号量ＢＴ(it)を算出する。
【０１４８】
　符号量制御部４０ａは、このように第２の発生符号量ＢＴ(it)を算出して、図１６のス
テップＳＴ４４からステップＳＴ４５に進む。
【０１４９】
　ステップＳＴ４５で符号量制御部４０ａは、第１の補正係数を算出する。符号量制御部
４０ａは、プレエンコード処理結果から検出した第１の発生符号量ＢＴ(pt)と、イントラ
プレエンコード処理結果から検出した第２の発生符号量ＢＴ(it)を用いて式（２）の演算
を行い、第１の補正係数Ｃ(i)を算出してステップＳＴ４６に進む。
　　　Ｃ(i)＝ＢＴ(it)／ＢＴ(pt)　　　・・・（２）
【０１５０】
　ステップＳＴ４６で符号量制御部４０ａは、高域成分コストを算出する。符号量制御部
４０ａは、Ｉピクチャにおける高域成分の状態を示す高域成分コストＨ(i)を算出する。
【０１５１】
　図２０は高域成分コスト演算の動作を示すフローチャートである。また、図２１はイン
トラプレエンコード部からの出力を示している。
【０１５２】
　図２０において、ステップＳＴ９１で符号量制御部４０ａは、イントラプレエンコード
処理における量子化パラメータの最小値を選択する。例えば図２１に示すように、イント
ラプレエンコード処理で量子化パラメータＱＰ(i0)，ＱＰ(i1)，ＱＰ(i2)（ＱＰ(i0)＜Ｑ
Ｐ(i1)＜ＱＰ(i2)）が用いられている場合、符号量制御部４０ａは、量子化パラメータＱ
Ｐ(i0)を選択してステップＳＴ９２に進む。
【０１５３】
　ステップＳＴ９２で符号量制御部４０ａは、最も小さい量子化パラメータと、低域から
高域までの量子化ステップがフラットである量子化マトリクスを用いたときの発生符号量
を選択する。例えば、量子化マトリクスＱＭFは、マトリクス値が一定値とされており低
域から高域までの量子化ステップがフラットとなるマトリクスとする。量子化マトリクス
ＱＭNは、高域のマトリクス値が低域よりも大きな値とされており低域に比べて高域を粗
く量子化するマトリクスとする。量子化マトリクスＱＭSは、高域のマトリクス値が量子
化マトリクスＱＭNに比べてさらに大きな値とされており、量子化マトリクスＱＭNよりも
高域の減衰がスティープな状態である量子化するマトリクスとする。この場合、符号量制
御部４０ａは、最も小さい量子化パラメータとして量子化パラメータＱＰ(i0)が選択され
ていることから、量子化パラメータＱＰ(i0)と量子化マトリクスＱＭFを用いたときの発
生符号量ＢＴ(i0F)を選択してステップＳＴ９３に進む。
【０１５４】
　ステップＳＴ９３で符号量制御部４０ａは、最も小さい量子化パラメータと、低域に比
べて高域を粗く量子化する通常の量子化マトリクスを用いたときの発生符号量を選択する
。例えば、符号量制御部４０ａは、量子化パラメータＱＰ(i0)と量子化マトリクスＱＭN
を用いたときの発生符号量ＢＴ(i0N)を選択してステップＳＴ９４に進む。
【０１５５】
　ステップＳＴ９４で符号量制御部４０ａは、高域成分コストを算出する。符号量制御部
４０ａは、式（３）の演算を行い高域成分コストＨ(i)を算出する。
　　Ｈ(i)＝ＢＴ(i0F)／ＢＴ(i0N)　　　・・・（３）
【０１５６】
　このようにして高域成分コストを算出すると、図１６のステップＳＴ４６からステップ
ＳＴ４７に進み、符号量制御部４０ａは、第２の補正係数の算出を行う。第２の補正係数
は、予測した発生符号量を本エンコード部７０で用いる量子化マトリクスを用いたときの
発生符号量に補正するための補正係数である。なお、本エンコード部７０で用いる量子化
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マトリクスとは、ステップＳＴ４２とステップＳＴ４３によってピクチャ毎に選択した量
子化マトリクスであり、量子化マトリクスＱＭＷとして以下の説明を行う。
【０１５７】
　図２２は、第２の補正係数の算出動作を示すフローチャートである。ステップＳＴ１０
１で符号量制御部４０ａは、選択した量子化マトリクスＱＭＷが量子化マトリクスＱＭN
であるか否か判別する。符号量制御部４０ａは、選択した量子化マトリクスＱＭＷが量子
化マトリクスＱＭNでないときステップＳＴ１０２に進み、選択した量子化マトリクスＱ
ＭＷが量子化マトリクスＱＭNであるときステップＳＴ１０８に進む。
【０１５８】
　ステップＳＴ１０２で符号量制御部４０ａは、量子化パラメータの読み込みを行う。符
号量制御部４０ａは、ステップＳＴ４１で予測した量子化パラメータＱＰ(t)を読み込み
ステップＳＴ１０３に進む。
【０１５９】
　ステップＳＴ１０３で符号量制御部４０ａは、イントラプレエンコード部３０で用いら
れている量子化パラメータから最も近い量子化パラメータを選択する。符号量制御部４０
ａは、例えば量子化パラメータＱＰ(i0)～ＱＰ(i2)のなかで量子化パラメータＱＰ(t)に
最も近いパラメータを選択して、量子化パラメータＱＰ(ia)としてステップＳＴ１０４に
進む。
【０１６０】
　ステップＳＴ１０４で符号量制御部４０ａは、量子化パラメータＱＰ(ia)における係数
Ｍaを算出する。符号量制御部４０ａは、量子化パラメータＱＰ(ia)おいて量子化マトリ
クスＱＭNを用いたときの発生符号量をＢＴ(iaN)とする。また、量子化パラメータＱＰ(i
a)において、量子化マトリクス選択動作で選択した量子化マトリクスＱＭMを用いたとき
の発生符号量をＢＴ(iaM)とする。符号量制御部４０ａは、式（４）を用いて係数Ｍaを算
出してステップＳＴ１０５に進む。
　　Ｍａ＝ＢＴ(iaN)／ＢＴ(iaM)　　　・・・(４)
【０１６１】
　ステップＳＴ１０５で符号量制御部４０ａは、イントラプレエンコード部３０で用いら
れている量子化パラメータから二番目に近い量子化パラメータを選択する。符号量制御部
４０ａは、例えば量子化パラメータＱＰ(i0)～ＱＰ(i2)のなかで量子化パラメータＱＰ(t
)に二番目に近いパラメータを選択して、量子化パラメータＱＰ(ib)としてステップＳＴ
１０６に進む。
【０１６２】
　ステップＳＴ１０６で符号量制御部４０ａは、量子化パラメータＱＰ(ib)における係数
Ｍbを算出する。符号量制御部４０ａは、量子化パラメータＱＰ(ib)において量子化マト
リクスＱＭNを用いたときの発生符号量をＢＴ(ibN)とする。また、量子化パラメータＱＰ
(ib)において、量子化マトリクス選択動作で選択した量子化マトリクスＱＭMを用いたと
きの発生符号量をＢＴ(ibM)とする。符号量制御部４０ａは、式（５）を用いて係数Ｍbを
算出してステップＳＴ１０７に進む。
　　Ｍｂ＝ＢＴ(ibN)／ＢＴ(ibM)　　　・・・（５）
【０１６３】
　ステップＳＴ１０７で符号量制御部４０ａは、係数Ｍa，Ｍbから量子化パラメータＱＰ
(t)に対する第２の補正係数Ｍtを算出する。符号量制御部４０ａは、係数Ｍaと係数Ｍbを
用いて補間処理例えば式（６）に示す直線補間を行い第２の補正係数Ｍtを算出する。
　　Ｍt＝Ｍa＋(Ｍb－Ｍa)×(ＱＰ(t)－ＱＰ(ia))
　　　　　　　　　　　　　　　／(ＱＰ(ib)－ＱＰ(ia))・・・（６）
【０１６４】
　ステップＳＴ１０８で符号量制御部４０ａは、第２の補正係数Ｍtを「１」とする。符
号量制御部４０ａは、プレエンコード部２０で用いる量子化マトリクスと本エンコード部
７０で用いる量子化マトリクスが共に量子化マトリクスＱＭNであることから、第２の補
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正係数Ｍtを「１」として処理を終了する。
【０１６５】
　このようにして第２の補正係数を算出すると、例えば図２１に示すように量子化パラメ
ータＱＰ(t)に最も近いパラメータが量子化パラメータＱＰ(i1)、二番目に近いパラメー
タが量子化パラメータＱＰ(i0)であり、量子化マトリクスＱＭSが選択された場合、ＢＴ(
iaN)＝ＢＴ(i1N)，ＢＴ(iaM)＝ＢＴ(i1S)，ＢＴ(ibN)＝ＢＴ(i0N)，ＢＴ(ibN)＝ＢＴ(i0N
)，ＢＴ(ibM)＝ＢＴ(i0S)，ＱＰ(ia)＝ＱＰ(i1)，ＱＰ(ib)＝ＱＰ(i0)として式（４）～
（６）の演算を行うことで、第２の補正係数Ｍtを算出できる。
【０１６６】
　このようにして、符号量制御部４０ａは、図１６のステップＳＴ４７で第２の補正係数
を算出するとステップＳＴ４８に進み、第１の発生符号量の補正を行う。符号量制御部４
０ａは、発生符号量ＢＴ(pt)と補正係数Ｃ(i)を用いて式（７）の演算を行い、補正され
た発生符号量ＢＴ(itc)を算出する。
　　ＢＴ(itc)＝ＢＴ(pt)×Ｃ(i)×Ｍt　・・・（７）
【０１６７】
　次に、予測した量子化パラメータを用いたときの非Ｉピクチャの発生符号量算出処理に
ついて、図２３に示すフローチャートを用いて説明する。ステップＳＴ１１１で符号量制
御部４０ａは、第３の発生符号量の検出を行う。符号量制御部４０ａは、プレエンコード
部２０において、固定されている量子化パラメータＱＰ(p)を用いて符号化を行ったとき
の発生符号量ＢＴ(p)に応じてマクロブロックをグループ分けする。また、グループ毎に
予め設けられている量子化パラメータと発生符号量の関係を示す複数の予測曲線から、該
当するグループの予測曲線を選択する。さらに、選択した予測曲線を用いて、既に予測さ
れている量子化パラメータＱＰ(t)における発生符号量ＢＴ(ut)を第３の発生符号量とし
てステップＳＴ１１２に進む。
【０１６８】
　ステップＳＴ１１２で符号量制御部４０ａは、非Ｉピクチャにおける高域成分コストを
算出する。符号量制御部４０ａは、上述の図１２に示す高域成分コスト演算と同様な処理
を行い、非Ｉピクチャにおける高域成分コストＨ(u)を算出する。この場合、高域成分Ｈ(
u)の算出は式（８）を用いて行う。
　　Ｈ(u)＝ＢＴ(i0F)／ＢＴ(i0N)　　　・・・（８）
【０１６９】
　なお、式（８）において、発生符号量ＢＴ(i0F)，ＢＴ(i0N)は、高域成分コストを算出
する非Ｉピクチャの画像データをＩピクチャとしてイントラプレエンコード処理したとき
の発生符号量である。
【０１７０】
　このようにステップＳＴ１１２で高域成分コストを算出すると、符号量制御部４０ａは
、ステップＳＴ１１３に進み、第１の補正係数を算出する。符号量制御部４０ａは、Ｉピ
クチャで算出した補正係数Ｃ(i)と高域成分コストＨ(i)およびステップＳＴ１１２で算出
した高域成分コストＨ(u)を用いて式（９）の演算を行い、補正係数Ｃ(ic)を算出してス
テップＳＴ１１４に進む。
　　Ｃ(ic)＝Ｃ(i)×Ｈ(i)／Ｈ(u)　　・・・（９）
【０１７１】
　ステップＳＴ１１４で符号量制御部４０ａは、第２の補正係数の算出動作を行う。符号
量制御部４０ａは、非Ｉピクチャに対応するイントラプレエンコード部３０のＩピクチャ
で算出した発生符号量から、図２２を用いて説明した第２の補正係数の算出動作を行い、
非Ｉピクチャに対応する第２の補正係数Ｍtuを算出してステップＳＴ１１５に進む。
【０１７２】
　ステップＳＴ１１５で符号量制御部４０ａは、第３の発生符号量の補正を行う。符号量
制御部４０ａは、発生符号量ＢＴ(ut)と補正係数Ｃ(ic)，Ｍtuを用いて式（１０）の演算
を行い、補正された発生符号量ＢＴ(utc)を算出する。なお、補正係数Ｍtuは、非Ｉピク
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チャの発生符号量を用いてＩピクチャと同様にして算出した補正係数である。
　　ＢＴ(utc)＝ＢＴ(ut)×Ｃ(ic)×Ｍtu　　・・・（１０）
【０１７３】
　このようにして、非Ｉピクチャの発生符号量の補正を行う。さらに、１ＧＯＰにおける
補正後の発生符号量の合計が目標発生符号量以下で最も目標発生符号量に近くなる量子化
パラメータを決定する。本エンコード部７０は、符号量制御部４０ａで決定された量子化
パラメータと量子化マトリクスを用いて画像データの符号化を行い符号化データを出力す
る。
【０１７４】
　以上のような動作を第２の実施の形態で行えば、プレエンコード処理とイントラプレエ
ンコード処理を行うことにより、精度の良い量子化情報の設定を行うことができる。した
がって、この設定された量子化情報を基準とすることで、前回の符号化で用いた量子化情
報の判別を行う範囲をより最適に設定することができるようになる。
【０１７５】
　また、符号化が行われていない原画の画像データが入力されたとき、符号量制御部４０
ａで設定された量子化パラメータと量子化マトリクスを用いて符号化が本エンコード部で
行われる。このため、発生符号量が目標発生符号量以下であって画像の劣化の少ない符号
化データを出力することができる。また、プレエンコード部２０で算出された発生符号量
と、イントラプレエンコード部３０で算出された発生符号量を用いた高域成分の判別結果
に基づいて、複数の異なる量子化マトリクスから量子化マトリクスが選択される。このた
め、量子化パラメータのみで目標発生符号量を実現する場合に比べて画質の劣化をさらに
軽減できる。
【０１７６】
　また、プレエンコード処理を行い、目標発生符号量を実現する量子化パラメータを用い
たときの予測した発生符号量が、イントラプレエンコード処理を行うことにより算出され
た発生符号量に応じて補正される。さらに、補正後の発生符号量が目標発生符号量を実現
するように量子化パラメータが決定される。このため、マクロブロックの発生符号量と量
子化パラメータの関係が画像に応じて変化する場合でも、発生符号量の予測を精度よく行
うことができる。
【０１７７】
　また、明細書中において説明した一連の処理はハードウェア、またはソフトウェア、あ
るいは両者の複合構成によって実行することが可能である。ソフトウェアによる処理を実
行する場合は、処理シーケンスを記録したプログラムを、専用のハードウェアに組み込ま
れたコンピュータ内のメモリにインストールして実行させる。または、各種処理が実行可
能な汎用コンピュータにプログラムをインストールして実行させることが可能である。
【０１７８】
　例えば、プログラムは記録媒体としてのハードディスクやＲＯＭ(Read Only Memory)に
予め記録しておくことができる。あるいは、プログラムはフレキシブルディスク、ＣＤ－
ＲＯＭ(Compact Disc Read Only Memory)，ＭＯ(Magneto optical)ディスク，ＤＶＤ(Dig
ital Versatile Disc)、磁気ディスク、半導体メモリなどのリムーバブル記録媒体に、一
時的あるいは永続的に格納(記録)しておくことができる。このようなリムーバブル記録媒
体は、いわゆるパッケージソフトウェアとして提供することができる。
【０１７９】
　なお、プログラムは、上述したようなリムーバブル記録媒体からコンピュータにインス
トールする他、ダウンロードサイトから、コンピュータに無線転送したり、ＬＡＮ(Local
 Area Network)、インターネットといったネットワークを介して、コンピュータに有線で
転送する。コンピュータは、このようにして転送されてくるプログラムを受信し、内蔵す
るハードディスク等の記録媒体にインストールすることができる。
【０１８０】
　なお、本発明は、上述した発明の実施の形態に限定して解釈されるべきではない。この
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発明の実施の形態は、例示という形態で本発明を開示しており、本発明の要旨を逸脱しな
い範囲で当業者が実施の形態の修正や代用をなし得ることは自明である。すなわち、本発
明の要旨を判断するためには、特許請求の範囲を参酌すべきである。
【産業上の利用可能性】
【０１８１】
　この発明の画像符号化装置と画像符号化方法は、予め設定した量子化情報を用いて、参
照ピクチャと非参照ピクチャを所定の順番で含むＧＯＰ(Group of Picture)単位で画像デ
ータの符号化が行われて発生符号量が算出される。また、算出された発生符号量に基づい
て目標発生符号量を実現する量子化情報の設定が行われる。さらに、画像データの各フレ
ームの画像を参照ピクチャであるＩピクチャ(Intra符号化画像)としてＤＣＴ(Discrete C
osine Transform)係数の算出を行い、判別された量子化情報を基準とした範囲の量子化情
報を用いてＤＣＴ係数の除算したときの剰余のピクチャ単位の総和が最小となる量子化情
報が前回符号化が行われたときに用いた量子化情報と判別される。画像データに対しては
ＧＯＰ単位でピクチャタイプの設定が行われて、該設定したピクチャタイプと前回符号化
が行われたときの量子化情報が判別されたピクチャタイプが相違するときは、その後のピ
クチャタイプの設定を制御してピクチャタイプが一致される。さらに、判別された量子化
情報を用いて、設定されたピクチャタイプに基づき画像データの符号化が行われる。この
ため、参照ピクチャと非参照ピクチャを所定の順番で含むＧＯＰ構造を採用して画像デー
タの符号化と復号化を繰り返しても、画質の劣化を少なくできるようになる。したがって
、したがって、画像データの記録装置や画像データの記録再生等を行う編集装置等に適し
ている。
【符号の説明】
【０１８２】
　１０，ｌ０ａ・・・画像符号化装置、１１・・・ピクチャタイプ設定部、１２・・・画
像並べ替え処理部、２０・・・プレエンコード部、２１・・・予測モード決定部、２２，
３２，６２，７２・・・ＤＣＴ部、２３，３３，３３-1～３３-9，７３・・・量子化部、
２４，３４，７４・・・逆量子化部、２５，３５，７５・・・ＩＤＣＴ部、２６，７６・
・・予測画生成部、２７，３７，３７-1～３７-9・・・符号長計算部、３０・・・イント
ラプレエンコード部、３１・・・画面内予測処理部、３６・・・イントラ予測画生成部、
４０，４０ａ・・・符号量制御部、５０・・・ディレイバッファ、６０・・・量子化情報
判別部、６１・・・予測処理部、６３・・・バックサーチ部、６５・・・量子化情報決定
部、７０・・・本エンコード部、７１・・・予測処理部、７７・・・可変長符号化部、６
３１・・・剰余計算部、６３２・・・評価値決定部、６３３・・・判定部、
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